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3 章 「ムカサリ絵馬J 一一描かれる《死者の結婚式》一一ー
3 章では、「ムカサリ絵馬」奉納習俗について確認している。先述したように、「ムカサリ絵馬J の先
行研究では、これを「冥婚」・「死霊結婚」と結び付ける向きがあったが、ここでは、先行研究を具にみ
ていくことで、この習俗がどのように理解されてきたのかを確認している。 1955 (昭和30) 年の最上孝
敬による言及を発端に、以降、主に民俗学の分野から論じられてきた「ムカサリ絵馬」奉納は、桜井徳








































プルな背景の前に配した、結婚の記念撮影を思わせる構図のものが激増しだした。現在では 8 割から 9
割ほどが、この《記念撮影型》に画一化している。この変化には、若松寺に奉納されてきた1，054点の「ム
カサリ絵馬」のうち429点を描いてきた絵師、伊藤千賀子氏の影響を推察できる。








5 章 「花嫁人形j ーーイ共えられた《死者の伴侶》一一一
5 章では、東北におけるもう 1 つの「冥婚」・「死霊結婚J として論じられでもきた、「花嫁人形」に
ついて考察する。「花嫁人形」の奉納地としては、下北地方の恐山と優婆寺、津軽地方の「西の高野山J
















































































章 『ムカサリ絵馬』一描かれる〈死者の結婚)J と r4 章 若松寺と『ムカサリ絵馬jJ である。 3 章
では10名の先学の研究を検討した後、村山地方の菩提寺および観音堂でなされた「ムカサリ絵馬」の悉
皆調査結果が、また 4 章では「ムカサリ絵馬J 奉納の最大の拠点である若松寺の悉皆調査結果が分析さ
れ、この習俗の歴史と信仰の実態についてまとめられる。この中では特に、絵馬を描く絵師の影響力に
注目して奉納の変遷が論じられており興味深い。続く r5 章 『花嫁人形J 一供えられた《死者の伴侶)J
では、弘法寺と川倉地蔵堂での「花嫁人形」奉納習俗が事例研究に基づき検討され、特に先学が指摘し
てきたシャマニズムとの関係が希薄な現実が指摘される。以上をまとめた「終章 奉納のエコノミー」
では、これらの習俗が従来指摘されてきた「冥婚J r死霊結婚」とはズレがあり、また「東北」やシャ
マニズムという想い入れにも該当しない普遍性を有する死者供養であるとまとめられ、「ムカサリ絵馬」
や「花嫁人形」が表象するものは、実は「死を生きるわたしJ であることが指摘される。
以上のように本研究は、現時点で把握可能な事例に対する悉皆調査結果をもとに論証がなされてお
り、その地道な努力と綴密な分析は高く評価できる。さらにそうした事例に基づく先学批判は斯学の発
展に寄与するところ大なるものがある。よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与される
に十分な資格を有するものと認められる。
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